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論文内容の要旨
博士論文の主たる結果は、 D型の単純リ一代数の有限次元既約表現の一つであるスピン表現から構成される 1 次元
の格子模型について、エネルギー固有値等の物理量の厳密な表示式を得たことにある。
xxz模型と呼ばれる 1 次元の格子模型は、可積分な物理模型の代表的な例として多くの研究がなされている。こ









ン表現は最も基本的な表現と考えられる o ただしスピン表現の構造は、ベクトル表現と比較すると複雑である O そこ

















古閑君は、古典的に知られている 1 次元格子模型の一つであるxxz模型の類似を、 Dn型単純リ一代数のスピン表
現に対し構成される模型について研究し、エネルギー固有値等を厳密に表示することに成功した。彼は、次元が高い
などのスピン表現の複雑さから生じる困難を、スピン表現がもっリ一代数のランクに関する帰納的な構造を巧みに用
いた計算により克服した。そして、固有値等を帰納的手順により表示する方法を見いだした。
この古閑君の研究は、問題への深い洞察とともに独創的な着想を豊かに備えており、博士(理学)の学位論文とし
て十分価値があるものと認めるO
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